
25
2024.02

24
2024.02

かがやけ !
湯沢よつばこども園

さくら組

かがやけ !

湯沢よつばこども園
さくら組

ゆざわのほっとな話題 ニュースほっとライン

1月5日

温かいご支援をいただきました

　高齢者の雪下ろし対策に役立ててもらいたいと、高

橋産業株式会社（代表取締役 髙
たかはし

橋克
かつ

也
や

）から市へ100万円

が寄付されました。

　髙橋代表取締役は「雪下ろしや除雪が困難なかたが

たにとって少しでも助けになれば」と、佐藤市長に目

録を手渡しました。
※写真左から東海林副市長、佐藤市長、髙橋克也代表取締役、

髙
たかはし

橋駿
しゅんや

也専務取締役、髙
たかはし

橋忍
しのぶ

取締役

12月27日

利用者 50 万人達成！

　湯沢駅構内にある観光案内施設の累計利用者数が50

万人を達成しました。

　記念すべき50万人目の利用者は仕事で初めて来湯し

たという東京都の石
いしかわまさゆき

川将行さん。石川さんには佐藤市

長からお祝いの記念証と湯沢市特産品詰め合わせ、ゆ

ざわジオパークキャラクター「しず小町」のぬいぐる

みが贈呈されました。

1月5日

一筆一筆に気持ちを込めて

　「稲川・皆瀬新春書き初め大会」が、稲川農村環境改

善センターで開催されました。

　この大会は、新年を迎えた気持ちを日本の伝統文化

である「書」で表し、子どもたちの心を育てていくこ

とを目的に開催されているもの。参加者たちは「たこ」、

「雪玉」、「創造」、「湯沢犬っこ」、「敬天愛人」などのお

題を、一筆一筆に気持ちを込め、丁寧に書き上げました。

地元への思いをランタンにのせて

　本市出身の大学生やその家族などを対象に「湯沢ラ

ンタン祭り～灯そう、願いを。湯沢の空に～」が開催

されました。

　このイベントは、湯沢での思い出を増やし、地元の

良さを再認識するきっかけをつくろうと行われたもの。

会場となった稲川スキー場スベロッタでは、湯沢の未来を考えるワークショッ

プなどが行われた後、地元への思いを書き込んだランタンを飛ばし、新年の夜

空に願いを灯しました。

1月4日

安全・安心な暮らしのために

　湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式が

市役所本庁舎で行われました。

　式では佐藤市長が「交通安全対策、防犯対策は、市

民が安心して安全な暮らしをするために決して欠かせ

ない大切な活動。指導役、リーダーとして引き続き地

域の皆さまを先導していただきたい」と式辞を述べ、

隊員らを激励しました。

12月18日

地域活動で元気なふるさとづくり

　地域のための活動に継続的に取り組み、他の模範と

なっている団体・個人に贈られる「元気なふるさと・

雄
ゆ ー と ぴ あ

湯郷づくり県民運動」懸彰事業の表彰式が行われ、

加
か が や

賀谷雄勝地域振興局長から４団体に表彰状が授与さ

れました。
【受賞団体】①秋ノ宮：暮らし応援隊の会　②院内地域づくり協議会

③小野地域づくり協議会　　　④山田地域づくり協議会

（写真前列左から①、②、加賀谷雄勝地域振興局長、③、④）

12月12日

技能五輪で秋田エプソン社員が銀賞

　青年技能者の技能レベルを競う第61回技能五輪全

国大会の時計修理職種で銀賞を受賞した秋田エプソン

株式会社（代表取締役社長 平
ひら

田
た

潤
じゅん

：写真右）の土
つち

田
だ

彩
さや

夏
か

さん（写

真中央）が受賞報告のため、市長を表敬訪問しました。

　土田さんは「金賞の目標がかなわず悔しいが、支え

てくれた皆さんと一緒にとった銀賞だと思っている。

仕事を頑張ることで恩返しをしたい」と話してくれま

した。
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市ホームページはこちらから▶

市ホームページと「マチイロ」で広報ゆざわConnect

別冊「more Connect（もあコネクト）」を公開してい

ますので、ぜひご覧ください。

広報ゆざわ
Connect別冊

「m
も あ

ore Co
コ ネ ク ト

nnect」
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